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Ni parolu kun la mondo!

‒ lec iono 1  ‒

世界と
話そう

新連載

みろくのよ　2019.1

e
エ ス テ ィ

sti ①…である
②ある、いる、存在する

M
ミ

i e
エスタス

stas e
エン

n K
カ メ オ カ

ameoka. 

M
ミ

i e
エスティス

stis e
エン

n K
カ メ オ カ

ameoka.

M
ミ

i e
エストス

stos e
エン

n K
カ メ オ カ

ameoka.

私は亀岡にいます。

私は亀岡にいました。

私は亀岡にいるでしょう。

今月の動詞

m
ミ
i = 私は　n

ニ
i = 私たちは　v

ヴィ
i = あなた /あなたたちは　l

リ
i = 彼は　ŝ

シ
i = 彼女は

【単語】　en～ = ～で　Oomotano = 大本信徒　malsana = 病気の　
nun = 今　sana = 健康な　tre = とても　bela = 美しい　alta = 背の高い

■動詞の時制
　動詞の原形の語尾は -iの形をとります。語尾の変化により時制を表す
ことができます。
　〈現在〉-as 　estas　います　
　〈過去〉-is     estis　 いました
　〈未来〉-os    estos　いるでしょう（予定）

M
ミ

i e
エスタス

stas O
オ オ モ タ ー ノ

omotano. 

V
ヴィ

i e
エスティス

stis m
マ ル サ ー ナ

alsana.

N
ヌ ン

un,v
ヴィ

i e
エスタス

stas s
サ ー ナ

ana.

Ŝ
シ

i e
エスタス

stas t
トレ

re b
ベーラ

ela.

L
リ

i e
エスタス

stas a
アルタ

lta.

私は大本信徒です。

あなたは病気でした。

今、あなたは健康です。

彼女はとても美しい。

彼は背が高い。

■人称代名詞
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‒ lec iono  2 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.2

h
ハ ー ヴ ィ

avi 持っている、持つ
身につけている、ある、
受ける、催す、得る（他）

M
ミ

i h
ハーヴァス

avas l
ラ

a v
ヴォルターロン

ortaron.

M
ミ

i h
ハーヴァス

avas 35 j
ヤーロイン

arojn.

M
ミ

i h
ハーヴォス

avos 36 j
ヤーロイン

arojn ĉ
チヤーレ

ijare. 

M
ミ

i h
ハーヴァス

avas 2 fi 
フィーロイン

lojn. 

N
ニ

i h
ハーヴィス

avis l
ラ

a k
クンヴェーノン

unvenon.

M
ミ

i h
ハーヴィス

avis k
カ プ ド ロ ー ロ ン

apdoloron.

M
ミ

i h
ハーヴィス

avis l
ラ

a a
アクツィデントン

kcidenton.

私は辞書を持っています。

私は 35歳です。

私は今年 36歳になります。

私には息子が２人います。

私たちはミーティングを行いました。

私は頭痛がしました。

私は災難に遭いました。

今月の動詞

【単語】　vortaro = 辞書　jaro = 年　ĉijare = 今年に　fi lo = 息子　
kunveno = 会合・ミーティング　kapdoloro = 頭痛　akcidento = 災難　

■目的格の -n

　haviのように他動詞で目的語をとる場合、目的語となる名詞の語尾に
は、日本語の「～を」に当たる nがつきます。　[例 ] vortaro+n= 辞書を

u
ウーヌ
nu = 1　d

ドゥ
u = 2　t

トゥリ
ri = 3　k

クヴァル
var = 4　k

クヴィン
vin = 5　s

セ ス
es = 6　s

セ プ
ep = 7　

o
オク
k = 8　n

ナ ウ
aŭ = 9　d

デ ク
ek = 10　d

デ ク
ek u

ウーヌ
nu = 11　t

トゥリデク
ridek k

クヴィン
vin = 35　

t
トゥリデク
ridek s

セ ス
es = 36　n

ナ ウ デ ク
aŭdek n

ナ ウ
aŭ = 99　c

  ツェント
ent = 100　m

ミル
il = 1000　n

ヌーロ
ulo = 0

■数字

■複数の -j

　名詞の語尾に jがつくと、複数を表します。　[例 ] fi lo+j= 息子たち

■ la( 定冠詞 )
　特定の事物を示す名詞の前に付けます。
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‒ lec iono  3 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.3

m
マ ン ヂ

anĝi 食べる

M
モ ル ガ ゥ

orgaŭ m
ミ

i m
マ ン ヂ ョ ス

anĝos l
ラ

a k
ク ー コ ン

ukon.

H
ホディーアゥ

odiaŭ m
ミ

i m
マ ン ヂ ャ ス

anĝas l
ラ

a v
ヴ ェ ス ペ ル マ ン ヂ ョ ン

espermanĝon k
ク ン

un v
ヴィ

i.

H
ヒエーラゥ

ieraŭ m
ミ

i m
マ ン ヂ ス

anĝis l
ラ

a v
ヴ ェ ス ペ ル マ ン ヂ ョ ン

espermanĝon k
ク ン

un l
リ

i.

T
タ グ マ ン ヂ ョ

agmanĝo e
エスティス

stis b
ボ ン グ ス タ

ongusta.

Ĉ
チュ

u v
ヴィ

i m
マ ン ヂ ス

anĝis m
マ テ ン マ ン ヂ ョ ン

atenmanĝon?

M
ミ

i n
ネ

e m
マ ン ヂ ス

anĝis m
マ テ ン マ ン ヂ ョ ン

atenmanĝon.

M
マ ン ヂ ュ

anĝu m
マ テ ン マ ン ヂ ョ ン

atenmanĝon!

　　　明日、私はケーキを食べます。

今日、私はあなたと夕食を食べます。

昨日、私は彼と夕食を食べました。

　　　昼食はおいしかったです。 

　　　あなたは朝食を食べましたか？

　　　私は朝食を食べませんでした。

　　　朝食を食べなさい !

今月の動詞

【単語】　morgaŭ = 明日　kuko = ケーキ・お菓子　hodiaŭ = 今日
vespermanĝo = 夕食　kun = ～と　hieraŭ = 昨日　tagmanĝo = 昼食
matenmanĝo = 朝食　legomo = 野菜 

■命令文　-u ! 
　動詞の語尾を -u にすると、命令文になります。
　　[例 ] manĝiー manĝu

　　　　  Manĝu la legomon ! 　（野菜を食べなさい！） 
　　　　  Ne manĝu la kukon ! 　（ケーキを食べてはいけません！）

■疑問文　Ĉu ～？
　Ĉuを文頭に置くと、疑問文になります。
　　[例 ] Ĉu vi manĝis la kukon? 　（あなたはケーキを食べましたか？）
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‒ lec iono  4 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.4

i
イ ー リ

ri 行く

M
ミ

i i
イーラス

ras a
アル

l l
ラ

a l
レルネーヨ

ernejo h
ホディーアゥ

odiaŭ.

H
ヒエーラゥ

ieraŭ m
ミ

i n
ネ

e i
イーリス

ris a
アル

l l
ラ

a l
レルネーヨ

ernejo.　

Ĉ
チュ

u v
ヴィ

i i
イーロス

ros a
アル

l l
ラ

a o
オフィツェーヨ

ficejo? 

J
イェス

es, m
ミ

i i
イーラス

ras a
アル

l l
ラ

a o
オフィツェーヨ

ficejo ĉ
チウターゲ

iutage.

M
ミ

i i
イーリス

ris a
アル

l l
ラ

a l
リブレーヨ

ibrejo s
サ バ ー テ

abate. 

N
ニ

i i
イール

ru a
アル

l l
ラ

a k
カフェーヨ

afejo!

今日、私は学校に行きます。

昨日、私は学校に行きませんでした。

あなたは事務所に行きますか？

はい、私は毎日事務所に行きます。

私は土曜日に本屋に行きました。

喫茶店に行きましょう！

今月の動詞

【単語】　al = ～に　ĉiutage = 毎日　sabate = 土曜日に　kie = どこに

■場所を示す　-ejo 
　動詞（または名詞）に -ejo が付くと 「～する場所」を意味します。
[例 ] l

レ ル ニ
erni（学ぶ）ー l

レ ル ネ ー ヨ
ernejo（学校）、　o

オフィーツィ
fici（～の職務をとる）ー o

オフィツェーヨ
ficejo（事務所）、

　　  l
リ ブ ロ
ibro（本）ー l

リブレーヨ
ibrejo（本屋）、　k

カーフォ
afo（コーヒー）ー k

カフェーヨ
afejo（喫茶店）、　

　　 n
ネツェースィ

ecesi（必要とする）ーn
ネ ツ ェ セ ー ヨ
ecesejo（トイレ）、　k

クイーリ
uiri （料理する）ーk

ク イ レ ー ヨ
uirejo（台所）、

　　 m
マ ン ヂ

anĝi（食べる）ーm
マ ン ヂ ェ ー ヨ

anĝejo（食堂）、　p
パ ル キ
arki（駐車する）ー p

パ ル ケ ー ヨ
arkejo（駐車場）

　　 K
キーエ

ie e
エ ス タ ス

stas n
ネ ツ ェ セ ー ヨ

ecesejo?（トイレはどこですか？）

■曜日の名前
d
ディマンチョ
imanĉo＝日曜日　l

ル ン ド
undo＝月曜日　m

マ ル ド
ardo＝火曜日　m

メ ル ク レ ー ド
erkredo＝水曜日

ĵ
ジ ャ ウ ド
aŭdo＝木曜日　v

ヴ ェ ン ド レ ー ド
endredo＝金曜日　s

サ バ ー ト
abato＝土曜日

[例 ] H
ホディーアゥ

odiaŭ e
エ ス タ ス

stas l
ル ン ド

undo.（今日は月曜日です。）

　　 H
ヒエーラゥ

ieraŭ e
エスティス

stis d
デ ィ マ ン チ ョ

imanĉo.（昨日は日曜日でした。）
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‒ lec iono  5 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.5

p
パ ロ ー リ

aroli 話す、告げる 等　

V
ヴィ

i p
パ ロ ー ラ ス

arolas t
トロ

ro l
ラ ウ テ

aŭte.

V
ヴィ

i p
パ ロ ー ラ ス

arolas t
トロ

ro m
マ ル ラ ウ テ

allaŭte.

B
ボンヴォール

onvolu p
パローリ

aroli p
プリ

li m
マ ル ラ ピ ー デ

alrapide.

Ĉ
チュ

u v
ヴィ

i p
パ ロ ー ラ ス

arolas E
エ ス ペ ラ ン ト ン

speranton? 

J
イェス

es, m
ミ

i p
パ ロ ー ラ ス

arolas E
エ ス ペ ラ ン ト ン

speranton.

M
ミ

i p
パ ロ ー ラ ス

arolas a
ア ン カ ウ

nkaŭ l
ラ

a a
アングラン

nglan. 

N
ニ

i p
パ ロ ー ル

arolu m
ム ル テ

ulte!

あなたは大きすぎる声で話します。

あなたは小さすぎる声で話します。

もっとゆっくり話してください。

あなたはエスペラントを話しますか？

はい、私はエスペラントを話します。

私は英語も話します。

たくさん話しましょう！

今月の動詞

【単語】　tro = ～すぎる　pli = もっと　multe = たくさん　lingvo = 言葉

■反対の意味を示す　mal- 
　単語の頭にmal- が付くと反対の意味を表します。
[例 ]l

ラ ウ テ
aŭte（音量が大きく）  ーm

マ ル ラ ウ テ
allaŭte（音量が小さく）、　r

ラ ピ ー デ
apide（速く）  ーm

マ ル ラ ピ ー デ
alrapide（遅く）、

　　b
ボ ー ネ
one（良く）ーm

マ ル ボ ー ネ
albone（悪く）、　p

プ ー レ
ure（清潔に）ーm

マ ル プ ー レ
alpure（不潔に）、

　　 s
サ ー ナ
ana（健康な）ーm

マ ル サ ー ナ
alsana（病気の）、　a

アルタ
lta （背が高い）ーm

マ ル ア ル タ
alalta（背が低い）、

　　 f
フェルミ
ermi（閉める）ーm

マ ル フ ェ ル ミ
alfermi（開ける）、　a

アペーリ
peri（現れる）ーm

マ ル ア ペ ー リ
alaperi（消える）

■国の名前・人・言葉
[例 ]J

ヤ パ ニ ー オ
apanio＝日本　l

ラ
a j

ヤ パ ー ナ
apana (l

リングヴォ
ingvo)＝日本語　j

ヤ パ ー ノ
apano＝日本人　

　　K
コレイーオ

oreio＝韓国　l
ラ
a k
コ レ ー ア
orea (lingvo)＝韓国語　k

コ レ ー オ
oreo＝韓国人

　　U
ウ ソ ー ノ

sono＝米国　l
ラ
a a
ア ン グ ラ
ngla (lingvo)＝英語　u

ウ ソ ナ ー ノ
sonano＝米国人
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‒ lec iono 6 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.6

v
ヴ ィ ー デ ィ

idi
（…が）見える、（…を）見る、
（人に）会う、（…に）気付く、
（…と）思う、分かる（他）

M
ミ

i v
ヴィーディス

idis fi 
フィーショイン

ŝojn e
エン

n l
ラ

a r
リヴェーロ

ivero.

M
ミ

i v
ヴィーダス

idas l
ラ

a fl 
フローロン

oron ĉ
チ ー ウ マ テ ー ネ

iumatene.

M
ミ

i v
ヴィーディス

idis s
スィニョーロン

injoron T
タ ナ カ

anaka.

M
ミ

i v
ヴィーディス

idis, k
ケ

e l
リ

i e
エスタス

stas v
ヴィーア

ia p
パ ト ロ

atro. 

M
ミ

i ĝ
ヂョーヤス

ojas v
ヴィーディ

idi v
ヴィン

in.

M
ミ

i v
ヴィーディス

idis, k
ケ

e v
ヴィ

i v
ヴェーニス

enis. 

私は川で魚を見ました。

私は毎朝、花を見ます。

私は田中氏に会いました。

私は彼があなたの父だと分かりました。

あなたにお会いできてうれしいです。

私はあなたが来たと気付きました。

今月の動詞

【単語】　fi 
フィーショ

ŝo = 魚　ĉ
チ ー ウ マ テ ー ネ
iumatene = 毎朝　 ĝ

ヂョーイ
oji = 喜ぶ・うれしい　 v

ヴェーニ
eni = 来る

■女性を示す接尾辞 -in-
[ 例 ] ～氏・さん（男性／女性）＝ s

スィニョーロ
injoro /  s

スィニョリーノ
injorino、父／母 ＝ p

パ ト ロ
atro / p

パトリーノ
atrino

       おじ／おば ＝ o
オンクロ
nklo / o

オンクリーノ
nklino、息子／娘 ＝ fi 

フィーロ
lo / fi 

フィリーノ
lino、夫／妻 ＝ e

エ ッ ゾ
dzo / e

エッジーノ
dzino

       兄（弟）／姉（妹）＝ f
フラート
rato / f

フラティーノ
ratino、雄ネコ／雌ネコ ＝ k

カ ー ト
ato / k

カティーノ
atino

　※ sinjoro/ sinjorinoは s-ro/ s-inoと省略して表されることが多い 

■従属接続詞の ke
　ke の後には主語＋動詞が続き、文と文をつなげます。この場合、「～（ke
以下）と /ということ」と訳します。

■自然を表す単語 

[ 例 ] r
リヴェーロ
ivero = 川　fl 

フローロ
oro = 花　m

モ ン ト
onto = 山　m

マ ー ロ
aro = 海　l

ラーゴ
ago = 湖　f

フォント
onto = 泉

　    s
ス ー ノ
uno = 太陽　l

ルーノ
uno = 月　t

テーロ
ero = 土　v

ヴェント
ento = 風　h

ヘ ル ボ
erbo = 草　a

アルボ
rbo = 木
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‒ lec iono 7 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.7

v
ヴ ェ ー ニ

eni
来る、やってくる、届く、
（時期が）到来する、行き着く、
（結論などに）達する　（他）

L
リ

i v
ヴェーノス

enos e
エル

l T
トキーオ

okio e
エン

n s
セ プ テ ム ブ ロ

eptembro.

L
ラ

a t
テ ム ポ

empo n
ネ

e v
ヴェーニス

enis a
アンコーラウ

nkoraŭ.

L
ラ

a f
フォルタ

orta p
プルーヴォ

luvo k
カイ

aj v
ヴェント

ento v
ヴェーニス

enis.

N
ニ

i v
ヴェーニス

enis a
アル

l l
ラ

a k
コ ン ク ル ー ド

onkludo. 

L
ル ー モ

umo v
ヴェーニス

enis d
デ

e l
ラ

a l
ルムトゥーロ

umturo.

B
ボンヴォーレ

onvole v
ヴェーヌ

enu ĉ
チ

i t
ティーエン

ien.

彼は９月に東京から来る予定です。

まだ時期が来ていません。

強い雨と風がやって来ました。

私たちは結論に達しました。

灯台から光が届きました。

ここへ来てください。

今月の動詞

【単語】　tempo = 時期・時間　ankoraŭ = まだ　forta = 強い　pluvo = 雨
　　　　vento = 風　konkludo = 結論　 lumo = 光　 lumturo = 灯台
　　　　ĉi tien = ここへ　denove = 再び・また

■丁寧な勧誘の文
　〝B

ボンヴォーレ
onvole ＋ 動詞の命令形 ( -u )〟で「～してください」という意味を表します。

[例 ] B
ボンヴォーレ

onvole m
マ ン ヂ ュ

anĝu l
ラ
a k
クーコン
ukon. 　（お菓子をお召し上がりください。）

　     B
ボンヴォーレ

onvole v
ヴォーク
oku m

ミ ン
in T

ト モ コ
omoko.　（私をトモコと呼んでください。）

         B
ボンヴォーレ

onvole r
リペートゥ
ipetu d

デノーヴェ
enove.　（もう一度繰り返してください。）　

■月の名前 

[ 例 ] j
ヤヌアーロ
anuaro = １月　f

フェブルアーロ
ebruaro = ２月　m

マ ル ト
arto = ３月　a

アプリーロ
prilo = ４月　m

マ ー ヨ
ajo = ５月

　 　j
ユニーオ
unio = ６月　j

ユリーオ
ulio = ７月　a

ア ウ グ ス ト
ŭgusto = ８月　s

セ プ テ ム ブ ロ
eptembro = ９月　

　　 o
オクトブロ
ktobro = 10 月　n

ノ ヴ ェ ム ブ ロ
ovembro = 11 月　d

デ ツ ェ ム ブ ロ
ecembro = 12 月

※ e
エン
n s

セ プ テ ム ブ ロ
eptembroは s

セ プ テ ム ブ レ
eptembreと表すこともできる 
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世界と
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みろくのよ　2019.8

v
ヴ ォ ー リ

oli
…しようと思う、…する意思が
ある、…したいと思う、欲する、
欲しがる、欲しいと思う　（他）

M
ミ

i v
ヴォーラス

olas a
アクヴォン

kvon.

M
ミ

i v
ヴォーラス

olas t
トゥリンキ

rinki a
アクヴォン

kvon n
ヌ ン

un.

M
ミ

i v
ヴォーラス

olas p
パローリ

aroli k
ク ン

un l
リ

i.

M
ミ

i v
ヴォーラス

olas u
ウーズィ

zi l
ラ

a t
トランチーロン

ranĉilon p
ポ ル

or k
クイラード

uirado. 

M
ミ

i n
ネ

e v
ヴォーラス

olas u
ウーズィ

zi l
ラ

a t
トンディーロン

ondilon.

Ĉ
チュ

u v
ヴィ

i v
ヴォールス

olus t
トゥリンキ

rinki t
テーオン

eon?

私は水が欲しいです。

私は今、水が飲みたいです。

私は彼と話したいです。

私は料理に包丁を使いたいです。

私はハサミを使いたくありません。

お茶を召し上がりますか？

今月の動詞

【単語】　akvo = 水　trinki = 飲む　nun = 今　paroli = 話す　kun = ～と
uzi = 使う　por = ～のために　kuirado = 料理　 teo = 茶　festivalo = 祭り

■ volas ＋ 動詞の不定形 ( -i )　で「～したい」という意味を表します。
　　※時制によって語尾が変わるのは文中で voliのみ
[例 ] M

ミ
i v
ヴォーリス
olis i

イーリ
ri a

アル
l l
ラ
a f
フェスティヴァーロ
estivalo.（私は祭りに行きたかったです。）【過去】

　     M
ミ

i v
ヴォーラス
olas i

イーリ
ri a

アル
l l
ラ
a f
フェスティヴァーロ
estivalo.（私は祭りに行きたいです。）【現在】

         M
ミ

i v
ヴォーロス
olos i

イーリ
ri a

アル
l l
ラ
a f
フェスティヴァーロ
estivalo.（私は祭りに行きたいと思うでしょう。）【未来】

■道具を表す接尾辞 -il-
[ 例 ]t

トランチ
ranĉi（包丁で切る） ー t

トランチーロ
ranĉilo（包丁）、  t

トンディ
ondi （はさみで切る）ー t

トンディーロ
ondilo （はさみ）

　　 l
ルーディ
udi （遊ぶ）ー l

ルディーロ
udilo（遊具）、  v

ヴェトゥーリ
eturi （車・船等に乗って行く）ー v

ヴェトゥリーロ
eturilo（乗り物）

　　 fl 
フルーギ
ugi（飛行機・鳥が飛ぶ）ー fl 

フルギーロ
ugilo （飛行機の翼・羽）、  s

スクリービ
kribi（書く）ー s

スクリビーロ
kribilo （書く道具）

　　 s
セーギ
egi（のこぎりでひく）ー s

セギーロ
egilo（のこぎり）、  t

テーニ
eni（手に持っている）ー t

テニーロ
enilo（取っ手）
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Ni parolu kun la mondo!

‒ lec iono 9 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.9

a
ア チ ェ ー テ ィ

ĉeti 買う

M
ミ

i a
アチェーティス

ĉetis d
ド ー モ ン

omon.

M
ミ

i a
アチェーティス

ĉetis d
ド メ ー ト ン

ometon.

M
ミ

i a
アチェートス

ĉetos d
ド メ ー ゴ ン

omegon.

K
キーオン

ion v
ヴィ

i a
アチェーティス

ĉetis e
エン

n T
タイヴァーノ

ajvano?

M
ミ

i a
アチェーティス

ĉetis t
 タイヴァーナン

ajvanan t
テーオン

eon.

私は家を買いました。 

私は小屋を買いました。

私はビルを買うでしょう。

あなたは台湾で何を買いましたか？

私は台湾茶を買いました。

今月の動詞

【単語】domo = 家　dometo = 小屋（小さな家）　domego = ビル（大きな家）
Tajvano = 台湾　tajvana = 台湾の　teo = 茶　ĝi = それ　libro = 本　voli = 欲しい
por = ～のための　per = ～によって　 povi = ～できる　servi = 役立つ　al = ～に

■小さなものを表す接尾辞 -et-／大きなものを表す接尾辞 -eg-

　※名詞、動詞、形容詞、副詞のいずれにも付く
[例 ]　r

リヴェーロ
ivero（川） ー r

リヴェレート
ivereto（小川）ー r

リヴェレーゴ
iverego （大河）

　　 　u
ウルボ
rbo （市）ーu

ウルベート
rbeto（町）ー u

ウルベーゴ
rbego（大都市）

　　 　p
プローリ

lori（泣く）ー p
プロレーティ

loreti （しくしく泣く）ー p
プロレーギ
loregi （泣きわめく）

　　 　v
ヴ ァ ル マ
arma（あたたかい）ー v

ヴァルメータ
armeta（ぬるい）ー v

ヴァルメーガ
armega（あつい）

■疑問詞 kio（何が）
[例 ]　K

キーオ
io ĝ

ヂ
i e
エスタス
stas?（それは何ですか？） ー Ĝ

ヂ
i e
エスタス
stas l

リブロ
ibro.（それは本です。）

　　 　K
キーオン

ion v
ヴィ

i v
ヴォーラス
olas?（あなたは何が欲しいですか？）

                   　　ーM
ミ

i v
ヴォーラス

olas h
ホーロイン
orojn p

ポ ル
or l

レーギ
egi l

リブロン
ibron.（私は読書する時間が欲しいです。）

　　　 P
ペ ル
er k

キーオ
io m

ミ
i p
ポーヴァス

ovas s
セルヴィ
ervi a

アル
l v
ヴィ
i?

　　　　　（私は何によってあなたの役に立ちますか？＝どんなご用でしょうか？）
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Ni parolu kun la mondo!

‒ lec iono 10 ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.10

l
ル ー デ ィ

udi
遊ぶ、戯れる、
（音楽・楽器を）奏する、
（劇・役割を）演じる（他）

M
ミ

i l
ルーディス

udis k
カ ル ト ン

arton k
ク ン

un l
リ

i.

M
ミ

i p
ポーヴァス

ovas l
ルーディ

udi p
ピアーノン

ianon.

N
ニ

i l
ルーディス

udis s
サ ン ク タ ン

anktan d
ドゥラーモン

ramon.

Ŝ
シ

i l
ルーディス

udis g
グラーヴァン

ravan r
ローロン

olon e
エン

n l
ラ

a d
ドゥラーモ

ramo.

N
ニ

i l
ルードゥ

udu k
ク ー ネ

une !

Ĉ
チュ

u n
ニ

i l
ルードゥ

udu t
テニーソン

enison ?

私は彼とトランプをしました。 

私はピアノを弾くことができます。

私たちは神劇を演じました。

彼女は劇で重要な役を演じました。

一緒に遊びましょう！

テニスをしませんか？

今月の動詞

【単語】 karto = トランプ・カードゲーム　kun = ～と　povi =（～することが）できる
piano = ピアノ　sankta = 聖なる　dramo = 劇・ドラマ　grava = 重要な・大切な
rolo = 役割　 kune =一緒に　teniso =テニス　gitaro =ギター　vespermanĝo =夕食

■可能の表現
　〝povas＋動詞の不定形（ -i ）〟で「～できる」という意味を表します。
　　※時制によって語尾が変わるのは文中で poviのみ

[例 ] M
ミ

i p
ポーヴィス

ovis l
ルーディ
udi g

ギターロン
itaron.（私はギターを演奏できました。）【過去】

　     M
ミ

i p
ポーヴァス

ovas l
ルーディ
udi g

ギターロン
itaron.（私はギターを演奏できます。）【現在】

　     M
ミ

i p
ポーヴォス

ovos l
ルーディ
udi g

ギターロン
itaron.（私はギターを演奏できるようになるでしょう。）【未来】

■勧誘の表現
　〝Ni + 動詞の命令形（-u）! 〟で「～しましょう！」という意味を表します。
　〝Ĉu ni + 動詞の命令形（-u）？〟で「～しませんか？」という意味になります。
[例 ] N

ニ
i m
マ ン ヂ ュ

anĝu k
ク ー ネ
une v

ヴェスペルマンヂョン
espermanĝon !（夕食を一緒に食べましょう！）

　     Ĉ
チュ

u n
ニ
i m
マ ン ヂ ュ

anĝu k
ク ー ネ
une v

ヴェスペルマンヂョン
espermanĝon ?（夕食を一緒に食べませんか？）
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Ni parolu kun la mondo!

‒ lec iono 1 1   ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.11

d
ド ー ニ

oni
与える、渡す、もたらす、
（手を）差し出す、
（名を）付ける　（他）

K
キーウ

iu d
ドーニス

onis a
アル

l v
ヴィ

i m
モ ヌ ー ヨ ン

onujon ?

　－ T
タ ケ シ

akeŝi d
ドーニス

onis (ĝ
ヂ ン

in).

L
リ

i d
ドーニス

onis a
アル

l ŝ
シ

i m
マ ー ノ ン

anon.

N
ニ

i d
ドーニス

onis a
アル

l l
ラ

a k
カート

ato n
ノ ー モ ン

omon.

L
ラ

a i
インストゥルイスト

nstruisto d
ドーニス

onis p
プレレーゴン

relegon. 

M
ミ

i d
ダ ン カ ス

ankas v
ヴィン

in p
プ ロ

ro v
ヴィア

ia d
ド ナ ー ツ ォ

onaco. 

誰があなたに財布をくれましたか？

　ー タケシが（それを）くれました。

彼は彼女に手を差し伸べました。

私たちはネコに名前を付けました。

先生は講義をしました。

あなたの贈り物に感謝しています。

今月の動詞

【単語】 al = ～に　mano =手　kato = ネコ　nomo = 名前　instruisto = 先生
prelego = 講義・講演　danki = 感謝する　 via =あなたの　donaco =贈り物・プレゼント
el = ～のうちで　amiko =友人　 universala =世界の　kongreso =大会
inviti =招く・誘う　ekskurso = 遠足　kelkaj =いくつかの、いく人かの　kolego =同僚・仲間

■疑問詞 kiu（誰が）
[例 ]K

キーウ
iu e

エスタス
stas l

リ
i ?（彼は誰ですか？） ーL

リ
i e
エスタス
stas u

ウーヌ
nu e

エル
l m
ミーアイ

iaj a
アミーコイ
mikoj.（彼は私の友人の一人です。）

　　 K
キーウ

iu v
ヴェーノス
enos a

アル
l l
ラ
a u
ウニヴェルサーラ

niversala k
コ ン グ レ ー ソ
ongreso ?（誰が世界大会に来る予定ですか？）

　　　ー S
スィニョーロ

-ro  S
サ ト ウ
atou v

ヴェーノス
enos. （佐藤さんが来る予定です。）

　　 K
キーウン

iun v
ヴィ
i i
インヴィーティス
nvitis a

アル
l l
ラ
a e
エクスクルソ
kskurso ?（あなたは誰を遠足に誘いましたか？）　　

　　　ー M
ミ

i i
インヴィーティス
nvitis k

ケルカイン
elkajn k

コレーゴイン
olegojn. （私は同僚数人を誘いました。）

■容器・国を表す接尾辞 -uj-

[ 例 ]m
モ ー ノ

ono（お金） ーm
モ ヌ ー ヨ

onujo（財布）、  k
カ ル ト
arto （カード）ー k

カルトゥーヨ
artujo （カードケース）

　　 s
サーロ
alo （塩）ーs

サルーヨ
alujo（塩入れの容器）、  j

ヤ パ ー ノ
apano （日本人）ー J

ヤ パ ヌ ー ヨ
apanujo（日本＝ J

ヤ パ ニ ー オ
apanio）
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Ni parolu kun la mondo!

‒ leciono 12  ‒

世界と
話そう

みろくのよ　2019.12

l
レ ル ニ

erni 習う、教わる、
学習する、学び取る、（他）

M
ミ

i l
レ ル ナ ス

ernas E
エ ス ペ ラ ン ト ン

speranton.

M
ミ

i e
エクレルニス

klernis E
エ ス ペ ラ ン ト ン

speranton a
アンタウ

ntaŭ u
ウーヌ

nu j
ヤーロ

aro. 

Ŝ
シ

i l
レ ル ナ ス

ernas E
エ ス ペ ラ ン ト ン

speranton p
プリ

li d
ディリゲンテ

iligente o
オル

l m
ミ

i. 

M
ミーア

ia fi 
フィリーノ

lino l
レ ル ナ ス

ernas d
ダ ン ツ ォ ン

ancon. 

               私はエスペラントを勉強しています。

私は 1年前にエスペラントの勉強を始めました。

彼女は私より勤勉にエスペラントを学んでいます。

               私の娘はダンスを習っています。

今月の動詞

【単語】 eklerni = 学び始める　antaŭ =～前に　jaro = 年　diligente = 勤勉に　fi lino = 娘　
　　  　danco = ダンス　surpriziĝi = 驚く　ĉar =～だから、～ので　ekridi =笑いだす
　　  　subite =突然　alta =（背が）高い　facila =易しい　la angla lingvo =英語
　　  　forlasi =離れる　hejmo =家　frue = 早く　hieraŭ = 昨日

■動作 /状態の開始を表す接頭辞 ek-

[ 例 ] d
ド ル ミ
ormi（眠っている） ーe

エ ク ド ル ミ
kdormi（眠りにつく）、  p

パローリ
aroli （話す）ー e

エクパローリ
kparoli（話し始める）

         k
コーニ
oni （知っている）ーe

エクコーニ
kkoni（知る・知り合いになる）、  i

イーリ
ri（行く）ー e

エクイーリ
kiri （出発する）       

         p
プルーヴィ

luvi（雨が降る）ー e
エクプルーヴィ

kpluvi （雨が降りだす）、   p
ペンスィ
ensi（思う）ー e

エクペンスィ
kpensi （思いつく）

         M
ミ
i s
スルプリズィーヂス
urpriziĝis, ĉ

チャル
ar l

リ
i e
エクリーディス
kridis s

スビーテ
ubite.（私は彼が突然笑いだしたので驚きました。）

■ 比較の表現 A pli ～（形容詞 /副詞） ol B  「 Aは Bよりも～だ 」  

[ 例 ] M
ミ
i e
エスタス
stas p

プリ
li a
アルタ
lta o

オル
l ŝ
シ
i.（私は彼女より背が高いです。）

　     E
エ ス ペ ラ ン ト
speranto e

エスタス
stas p

プリ
li f
ファツィーラ
acila o

オル
l l
ラ
a a
アングラ
ngla l

リングヴォ
ingvo.（エスペラントは英語より簡単です。）

         M
ミ
i f
フォルラースィス
orlasis h

ヘ イ モ ン
ejmon p

プリ
li f
フルーエ
rue o

オル
l h
ヒエーラゥ

ieraŭ.（私は昨日より早く家を出ました。）


